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✿文化功労賞

　高清水小学校での俳句学
習会等、長きにわたり児童
生徒の俳句指導を行い、多
数の方を全国的な大会で入
賞させている。その指導力
が高く評価され、指導者と
しての受賞を数多く重ねて
おり､俳句文化の向上、発
展に大きく貢献した。
（活動歴30年）

　長きにわたり､十和田短
歌会役員、短歌の全国結社
まひる野の支部長を務め､
短歌の普及に尽力している。
　また、短歌大会・歌壇の
選者を務め、「曲水の宴」
に東北より６人の参宴歌人
のひとりとして選ばれるな
ど短歌文化の向上、発展に
大きく貢献した。
（活動歴32年）

　古
ふるだて

舘　千
ち よ し

代志さん
（89歳・西十四番町）

✿文化功労賞

滝
たきさわ

沢　哲
て つ お

雄さん
（80歳・西四番町）

　日本美術家連盟会員､現代美術家協会
北海道支部長として活躍しており、こ
れまでに「現展」をはじめとする国内
の数多くの絵画展において、優秀な成
績を収めている。
　また、「現展」審査員をはじめ、絵
画指導にも尽力されており、本市にお
ける絵画文化の普及、発展に多大な貢
献をした。
（活動歴50年）

✿文化賞

宮
みやうち

内　香
た か み

宝さん
（64歳・東四番町）
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　『文化賞』は、文化の向上発展に特に顕著な業績を示し十和田市の誇りに値すると認められた方、『文化
功労賞』は、永年にわたり文化の向上発展に貢献し、その功労が特に顕著である方、『文化奨励賞』は、優
れた文化の創造および普及活動を続け市民の文化向上に寄与した方に贈られます。

✿文化功労賞✿文化奨励賞

　長きにわたり、十和田か
ぱちぇっぽ川柳吟社の副会
長、事務局として川柳の普
及に尽力している。
　官庁街通りの野外文芸館
の作品責任者として活躍す
るなど川柳文化の向上、発
展に大きく貢献した。
（活動歴34年）

　日本習字教育財団主催の
観梅展において最高位の観
梅大賞に次ぐ観梅賞を受賞
するなど多くの入賞を重ね
ており、今後のさらなる活
躍が期待される。
（活動歴15年）

　川
かわむら

村　幸
ゆ き え

恵さん
（45歳・東三番町）

下
し も だ

田　キヨさん
（芳
ほうしゅうあんそうせい

秋庵宗清）
（90歳・西十三番町）

　長きにわたり、十和田市
茶道協会の副会長、監事と
して茶道の普及に尽力し､
自身も市民茶会の掛け釜を
担当するなど茶道文化の向
上、発展に大きく貢献した。
（活動歴47年）

✿文化功労賞

大
おおかわ

川　典
の り こ

子さん
（70歳・西十三番町）

　長きにわたり、十和田市
少年少女合唱団やコールア
ゼリアなどの合唱団の指導
者を務め、市民文化祭、合
唱祭等においても中心的な
役割を担い、合唱文化の向
上、発展に大きく貢献した。
（活動歴40年）

✿文化功労賞

水
みず の

野　成
しげひろ

弘さん
（水

みずの

野成
せいこう

弘）
（77歳・相坂字高清水）

石
いしかわ

川　正
まさのり

憲さん

（70歳・西十三番町）

　平成３年から十和田商工会議所常議員に就任以来、平成12年から
５年余りにわたり同所副会頭、平成18年から現在まで11年余りにわ
たり会頭を務めるなど、県内外の経済情勢が厳しい中にあって、小
規模事業者の経営改善対策や若年者雇用、定年延長などの雇用対策
のほか、プレミアム商品券発行事業や空き店舗対策事業などに積極
的に取り組み、地域経済の活性化を図るなど本市商工業の振興発展
に大きく貢献した。
　また、平成20年、十和田市観光協会会長時に旧十和田湖町の複数
の観光協会と十和田市物産協会を統合、現在の十和田市観光協会の
発足に力を尽くし、市全体で一体的な観光活動が可能になった功績
は誠に顕著である。以降、十和田市秋まつりをはじめとする各種イ
ベントではリーダーシップを発揮し、本市の観光振興やにぎわい創
出に大きく寄与している。
【主な受賞歴：平成24年日本商工会議所役員表彰、平成24年十和田
　商工会議所功績表彰ほか】

商工業・観光の振興発展に貢献
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公共の福利増進に功労があった方や、広く市民の模範となる方をたたえるものです。
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永
ながまつ

松　都
つ づ こ

々子さん

（芸名　菅
すがわら

原　都
つ づ こ

々子）

（90歳・神奈川県相模原市）

　80年の永きにわたり、国民に親しまれる歌手としての活躍は十和田
市民の誇りである。
　特に、平成19年から本市で開催されている「月がとっても青いから
全国カラオケコンクール」へ特別審査員として毎年出演し、県内外か
ら多くの出場者を集め、本市を全国へ発信している。また平成28年、
故郷の流し踊りとして愛されている「三本木小唄」を新たに収録した
アルバムを全国発売、あおもり10市大祭典や十和田市秋まつりの活性
化につながった。さらには自らも祭りのパレードへ参加するなど、市
民に希望と感動を与え、本市の名を広く知らしめた功績は極めて顕著
である。
プロフィール
　昭和26年　　「第１回ＮＨＫ紅白歌合戦」トップバッターで出場
　昭和30年　　「月がとっても青いから」大ヒット
　昭和62年　　「日本レコード大賞・特別功労賞」受賞
　平成３年　　十和田市文化賞受賞
　平成25年　　十和田奥入瀬観光大使就任　
　平成29年　　「あおもり10市大祭典in十和田」パレード参加
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十和田市褒賞受賞（平成５年）後も活躍が顕著である方をたたえるものです。

十和田市民の誇り～歌手生活80周年～

〔十和田市出身〕


